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１．デモバージョンについて１．デモバージョンについて１．デモバージョンについて１．デモバージョンについて    
(1)動作環境 
本プログラムは以下の環境にて動作します。リリースバージョンも同様です。 
●ＯＳ：Windows98／Me／NT／2000／XP 
●グラフィック：1024×768以上推奨 
●ＣＰＵ：PentiumⅢ以上推奨 
●メモリ：２５６MB以上推奨 

 
(2)制限事項 
本プログラムは、自走式のデモバージョンです。実際に測定器と接続しても通信は行えません。 
測定器との通信以外は、全てリリースバージョンと同機能です。 
但し、本説明書は｢Wave Researcher｣®の概略をご紹介するもので、全ての機能についての説明はして
おりません。 

 
(3)その他 
本ソフトウェアの仕様は予告無く変更する場合があります。 
記載されている会社名・商品名は、各社の商標又は登録商標です。 

 

２．インストール２．インストール２．インストール２．インストール    
 
(1)ＣＤ－ＲＯＭの「Wave Researcher¥Setup.exe」を実行して下さい。 
デフォルトでインストールした場合は、「C:¥Program Files¥Wave Researcher Demo」にセットアッ
プされます。 

 
(2)デスクトップに「計測DEMO」「編集DEMO」のアイコンが登録されます。 

 
 
 
 
また、「スタートメニュー」－「プログラム」に 

「Wave Researcher DEMO」－「計測DEMO」 
－「編集DEMO」 

が登録されます。プログラムの起動はいずれかから行って下さい。 
 

(3)アンインストールは、「コントロールパネル」－「アプリケーションの追加と削除」から行って下さい。 
フォルダ「C:¥Program Files¥Wave Researcher Demo」及びデモ計測データは、手作業で削除して下
さい。 



 

 2

３．計測デモの操作３．計測デモの操作３．計測デモの操作３．計測デモの操作    
 
(1)起動 
デスクトップの「計測DEMO」アイコンか、 
「スタートメニュー」－「プログラム」－「Wave Researcher」－「計測DEMO」から起動して下さ
い。 
下記の画面が起動されます。 

 
ツールバーの各ボタンから以降の操作を行います。 

 
 
 



 

 

(2)環境設定 
ボタンをクリックすると、下記の画面が表示されます。 

 

 
データ格納パスに、データ保存先を指定して下さい。デフォルトでは、C:¥WRDATAとなります。 

 
(3)計測条件設定 
本デモプロでは、あらかじめ計測条件がいくつか登録されておりますので、ご参考として下さい。 
以下のような画面にて、計測器とのインターフェースや、測定チャネルの名称やレンジを登録します。 

ボタンをクリックして、計測条件を設定します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
設定
3

 
チャネル設定
 
一覧から選択して設定
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(4)レイアウト変更（画面の作成） 
各計測条件に対する計測画面を作成します。本システムでは、あらかじめ計測画面が作成されておりま
すので、ご参考として下さい。 

ボタンをクリックすると、計測条件選択画面が表示されます。 
 

 
計測条件を選択してＯＫをクリックすると、登録されている計測画面が表示されます。 
下記画面が画面を作成するときのモードになります。 
また、ツールバーに画面作成ツールの各ボタンが表示されます。 

 

 
上記画面の棒グラフやメーターグラフ・文字・ボタン等は、Wave Researcherの機能で作成できます。 
系統図中の複雑な図柄は、他のソフトで作成し、ビットマップ・メタファイル・JPEGで保存すること
により、画面に貼り付けることができます。 
画面の切り替えは、        ボタンで行うことができます。 
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ツールバーのボタンには、次のような機能があります。それぞれのボタンをクリックして画面を貼り付
けます。

 
①表示モジュール・新規画面の作成及び削除ボタン 
 

・・・・・新規画面の追加 
・・・・・トレンドグラフ 
・・・・・棒グラフ 
・・・・・ＸＹグラフ 
・・・・・チャネル単位のデジタル数値 
・・・・・テキスト文字列 
・・・・・システム情報表示 
・・・・・瞬時値一覧 
・・・・・チャネル単位の棒グラフ 
・・・・・メーターグラフ 
・・・・・ビットマップ／メタファイル／JPEG 
・・・・・直線 
・・・・・四角形 
・・・・・円 
・・・・・ボタン表示 
・・・・・ページ削除（画面１ページの削除） 

 
②複数モジュールの整列・大きさ合わせボタン 
表示モジュールを複数選択した時に有効になります。（均等配置は３つ以上選択） 
・・・・・左合わせ 
・・・・・右合わせ 
・・・・・上合わせ 
・・・・・下合わせ 
・・・・・幅合わせ 
・・・・・高さ合わせ 
・・・・・幅と高さ合わせ 
・・・・・上下均等配置 
・・・・・左右均等配置 

 
もう一度      ボタンをクリックすると、レイアウト変更機能を終了します。 
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(5)計測開始 
ボタンをクリックすると、下記の画面が表示されます。 

 

 
●計測条件・・・計測条件を一覧から選択して下さい。 
●開始時間・・・この画面が表示されたときの、次の正分が表示されますが、任意に変更可能です。 

変更した場合、開始時間まで待機状態となります。 
●計測方法・・・いずれかを選択して下さい。 

連続・・・・・終了指示があるまで、１つのファイルに書き続けます。 
日単位・・・・１日の中の指定された時間のみ計測してファイルを閉じます。 

これを終了支持があるまで繰り返します。ファイルは１日１ファイル
作成されます。 

指定時間・・・指定された時間だけ計測して終了します。 
周期指定・・・指定された日数単位でファイルを作成し、これを終了支持があるまで 

繰り返します。 
●ファイル名・・計測開始の年月日時分がファイル名となりますが、手入力での指定も可能です。 
●モニターモード・・・データの画面表示のみで、保存を行いません。 
●備考・・・・・任意入力項目です。 
 
各項目を指定し、開始ボタンをクリックすると、開始時間まで待機後データ収集を開始します。 
待機中は、［Ｆ５］キーまたは、開始ボタンで即時にデータ収集を開始します。 
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待機画面。 

 
データ収集画面。 
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ページ切り替えは、         ボタンや画面下部のボタンで行うことができます。 
 

 
 

 
 

計測条件毎に異なる画面が作成してありますので、計測開始画面で計測条件を変えて計測してみて下さ
い。 
 
計測終了は、      ボタンをクリックして下さい。 

 



 

 9

３．編集デモの操作３．編集デモの操作３．編集デモの操作３．編集デモの操作    
 
(1)起動 
デスクトップの「編集DEMO」アイコンか、 
「スタートメニュー」－「プログラム」－「Wave Researcher」－「編集DEMO」から起動して下さ
い。 
下記の画面が起動されます。 

 
ツールバーの各ボタンから以降の操作を行います。 
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(2)保存された計測ファイルの表示 
ボタンをクリックすると、下記の画面が表示されます。 

 

 
保存されている計測データの一覧が表示されます。表示したいデータを選択して、「開く」をクリック
して下さい。表示する時刻の範囲を指定したり、表示チャネルを指定することもできます。 
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データは、キーボードの左右の矢印キー［←→］でトレースできます。 
画面のページ切り替えは、計測中と同様に行うことができます。 

 
トレンドグラフには、青いラインカーソルが表示されます。このカーソルをクリックして左右に移動す
ると、データトレースが行えます。 
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(3)テキスト変換 
ボタンをクリックすると、下記の画面が表示されます。 

 

 
チャネルを選択し、時刻の範囲を指定して、ＣＳＶ形式に変換することができます。 
指定した秒間隔に間引いて変換することも可能です。 

 


